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自作パルプ 

実験① 各素材における吸収力             実験② パルプ油吸収材の製作 
実験③ 既製品との油吸収速度の比較       実験④ 各処理方法の時間計 

検証 
項目 

  油処理の 
時間と手間を軽減 

・排水管の詰まり 
・水質汚染 

 

解決 

 

目的 
廃油処理剤の
実用性を検証 
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吸収材 新聞紙 スポンジ 

廃油に投入 

各素材の重量を測定 

再び重量測定 

1 gあたりの吸収率を算出 

実験① 

実験② 
各原料をPETボトル 
に投入＆シャッフル 

ネット上で水を切る 

実験③ 

吸収材の端を 
油に浸す 

液面上昇の 
様子を観察 
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● 自作パルプ 
● 既製品（パルプ） 

実験④ 

B～Gの平均処理時間 
57秒程度 

 
(1)スポンジは油の吸収が可能だが保持できない 
   →吸収材に適さない 
(2)吸収性能は スポンジ ＜ パルプ 
   →紙製の吸収材(パルプ)が最適 
(3)自作パルプ ：処理時間が短いが処理量は小量 
   →パルプの密度を小さくすれば、より吸収できるのではないか 

考察 
H26年度プロジェクトデザイン実践 
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最大２.５gの油 

まで吸収保持が
可能 

（炒め物程度） 

（ポリウレタン製） 

繊維質 多孔性 

表1 自作パルプの条件 

図４ 吸収速度の違い 図３ 吸収速度測定の実験装置 

図５ 各条件における処理時間の違い 

図２ パルプ作製性の手順 

図１ 各素材の油吸収率 

既製品＜自作パルプ 

A～Gのパルプ1 g当たり 
約2.5 g吸収 


